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太郎さん：〔20歳に到達〕　学生なので国民年金（第１号被保険者）に加入
　　　　　〔22歳で就職〕　会社員になり厚生年金（第２号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で転職のため退職〕　次の会社に就職するまでは国民年金（第１号被保険者）に加入
　　　　　〔58歳で退職〕　退職後も 60歳到達までは国民年金（第１号被保険者）に加入
花子さん：〔20歳に到達〕　20歳到達時はすでに会社員で厚生年金（第２号被保険者）に加入
　　　　　〔29歳で結婚・退職〕　夫に扶養されている間は国民年金（第３号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で夫が退職〕　国民年金の第 1号被保険者に変更
　　　　　〔夫が再就職〕　国民年金の第 3号被保険者に変更
　　　　　〔夫が 58歳で退職〕　60歳到達までは国民年金（第 1号被保険者）に加入

◎�　第１号、第２号、第３号の被保険者期間（保険料納付済期間及び保険料免除期間）を合計して25年で老齢
基礎年金の受給資格ができます。また、保険料納付済期間が40年（20歳～60歳）で満額の老齢基礎年金
を受け取ることができます。

◎　�国民年金は、20歳から60歳まで加入が義務付けられていますが、希望すれば65歳到達までの間、任
意加入ができます。

　�　60歳到達までに25年の受給資格期間を満たしておらず老齢基礎年金の受給資格がない方は任意加入す
ることにより、受給資格を得ることができる場合があり、また、40年（480月）の納付済期間がないため老
齢基礎年金を満額受けとれない場合は、受給額を満額もしくは満額に近づけることもできますので、お気軽
に最寄りの年金事務所または揖斐川町役場住民課にお問い合わせください。

太郎さん
　（夫）

学生 会社員 無職 会社員 無職
第1号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　22歳（就職）　　　　　　　　　　　　　　　　　　45歳（転職）　　　　　　　　　　　　58歳（退職）　60歳

花子さん
　（妻）

会社員 専業主婦
第２号

（厚生年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　　　　　　　　　29歳（結婚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60歳

【例えば】太郎さん、花子さんご夫婦が20歳から60歳到達まで加入する年金は？

保険料を納めるのが困難な方には、免除制度があります
　所得が一定以下の人や天災、失業等の理由により、保険料を納付することが著しく困難な人は、免除の申請をし
て承認されますと、年金の保険料納付が免除され年金を受ける権利が保障されます。免除の承認期間については、
７月から翌年の６月までとなります。ただし、申請が遅れた場合でも、直前の７月まで遡って承認を受けることが
できます。
　なお、免除の適用を受けた期間の保険料を 10年以内であれば納める（追納）こともできます。
� 【お問い合せ先】大垣年金事務所　　　℡（０５８４）７８－５１６６
� 揖斐川町役場住民課　℡２２－２１１１（内線２１３）

公的年金加入についてのお知らせ
　国民年金は、すべての公的年金の基礎となるものです。日本国内にお住まいの 20歳以上 60 歳未満の方は、公
的年金に加入することが法律で義務付けられています。
　加入者は職業などによって3つのグループに分かれており、それぞれ、加入手続きや保険料の納付方法が違います。
結婚や就職、転職などで加入するグループが変わったときは、2週間以内に手続きをすることが必要です。

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？

第１号 自営業者・無職等 ご自身で市区町村役場へ届出 ご自身で納付

第２号 会社員・公務員等 勤務先が届出 勤務先で納付

第３号 専業主婦（会社員等の） 配偶者（第2号）の勤務先が届出 なし（配偶者の制度が負担）
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
26
年
度
採
用
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

�

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
大
、

高
校
卒
業
又
は
、
平
成
26
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
方
。

■
受
付
期
間

　

７
月
24
日（
水
）～
８
月
12
日（
月
）

　

期
限
厳
守

■
１
次
試
験

　

日
時　

９
月
22
日（
日
）

　

場
所　

県
立
羽
島
北
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
外

■
１
次
試
験
発
表　

10
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

11
月
上
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

�

応
募
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役

場
政
策
広
報
課
備
え
付
け
）に
記
入
し
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
政
策
広
報

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

　

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
北
方
さ
つ
き
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

�

揖
斐
川
町
北
方
２
２
４
７
の

２

　

・
建
設
年
度　

昭
和
53
年
度

　

・
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家　

賃　

１
３
０
０
０
円
～

③
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
１
２
０
０
円
～

④
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑤
六
合
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合
１
１
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

⑥
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
３
３
７

　
　
　
　
　

６

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

�

・�

④
以
外
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者

含
む
）が
あ
る
こ
と
。

�

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

�

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

�

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間

　

８
月
１
日（
木
）～
８
月
15
日（
木
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
25
年
９
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

児
童
扶
養
手
当
「
現
況
届
」
提

出
の
お
知
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め

に
、児
童
の
母
、父
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
養
育
者
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
及
び
停
止

さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
初
旬
に
現
況
届
提
出
の
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
ま
で

届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
「
所
得
状

況
届
」
提
出
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の

児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
所

得
状
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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８
月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

へ
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

税
金
の
納
期
内
納
付
を

　

税
金
は
、
教
育
や
福
祉
、
ご
み
処
理
、

道
路
や
下
水
道
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
税
金
の

滞
納
が
増
え
て
い
く
と
、
期
限
内
に
納
税

さ
れ
た
方
と
の
税
負
担
の
公
平
性
が
確
保

さ
れ
ず
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
町
税
は
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
年
14
・
６
％
の
利
率
で
加
算

さ
れ
る
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
滞
納
を
放
置
し
続
け
る
と
、
高
額

な
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
後
々
、
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
病
気
や
失
業
・
事
業

の
経
営
不
振
、
収
入
不
足
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
一
時
的
に
納
税
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
事
情
に
よ
っ
て
は
納
税
の
猶

予
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

早
急
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
公
売
に
つ
い
て
」

　

公
売
は
、
町
が
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

入
札
等
に
よ
っ
て
売
却
す
る
制
度
で
、
原

則
と
し
て
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
８
・
11
月
に
不

動
産
の
公
売
を
行
う
予
定
で
す
。

８
月
公
売

■
参
加
申
込
期
間

　

８
月
13
日（
火
）～
８
月
27
日（
火
）�

■
公
売
物
件　

不
動
産�

11
月
公
売

■
参
加
申
込
期
間

　

11
月
６
日（
水
）～
11
月
20
日（
水
）�

■
公
売
物
件　

不
動
産�

※�

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.tow
n.ibigaw

a.gifu.jp/
【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、昨
年
の
秋
か
ら
独
自

事
業
の
一
環
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
農
園
を
始

め
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
い
も
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
て
販
売
し
、
大
変
好

評
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
広
げ
て

い
く
予
定
で
す
。
一
緒
に
働
け
る
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
仕

事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

　

60
歳
以
上
の
揖
斐
川
町
在
住
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
健
康

と
生
き
が
い
の
為
に
、
ま
た
特
技
を
活
か

し
て
地
域
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
に
２
回
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
分
か
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
事
業
及
び
入
会
説
明
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

�

８
月
12
日（
月
）、
26
日（
月
）午
前
10
時

開
始（
一
時
間
半
程
か
か
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３
―
０
９
０
７

　

揖
斐
川
町
役
場
か
ら
の
派
遣
職
員
と

し
て
、
平
成
24
年
11
月
か
ら
岩
手
県
大

槌
町
役
場
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
岩
手

県
大
槌
町
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
が
甚
大
で
、
約
１
２
０
０
人
が
死
亡
・

行
方
不
明
と
な
り
、
町
職
員
も
全
職
員

の
約
３
分
の
１
に
あ
た
る
40
名
が
死
亡

し
ま
し
た
。
大
槌
町
に
は
、
全
国
の
自

治
体
か
ら
80
名
を
超
え
る
職
員
が
派
遣

さ
れ
、
復
興
関
連
業
務
や
日
常
業
務
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
保
健
福

祉
課
に
所
属
し
、

介
護
保
険
の
申
請

受
付
や
要
介
護
認

定
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町

民
の
方
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
電
話
や
窓
口
で

接
す
る
こ
と
も
多

く
、
派
遣
当
初
は
現
地
の
方
言
交
じ
り

の
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
地
理

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
と
…
い
ろ
い
ろ

な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
約

４
５
０
０
人（
人
口
１
３
０
０
０
人
）が

仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
者
の
中
に
は
、
町
外
や
県
外
へ
避

難
し
て
い
る
人
も
多
く
、
震
災
の
痛
ま

し
い
記
憶
を
抱
え
た
ま
ま
、
慣
れ
な
い

環
境
の
下
で
の
暮
ら
し
が
続
い
て
い
ま

す
。
被
災
し
た
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

安
定
的
に
維
持
す
る
介
護
保
険
制
度
の

重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

現在の大槌町
派遣職員
主査 菅原昌志

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
我
が
家
の
ご
み
減
量
化
対
策
」

の
応
募
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
無
駄
の
な
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
エ

コ
生
活
を
実
践
す
る
た
め
に
、
町
で
は
先

ず
「
生
ゴ
ミ
減
量
化
」
の
工
夫
を
町
民
の

皆
さ
ん
よ
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品
を
お
渡

し
し
、
特
に
優
れ
た
３
事
例
に
は
町
の
商

工
会
の
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

　

又
、
減
量
の
事
例
は
町
の
広
報
・
い
び

が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

�

減
量
事
例
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、郵
送
又
は
役
場
及
び
各
振
興

事
務
所
の
窓
口
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

■
応
募
期
間　

11
月
30
日
ま
で

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１

 

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
盆
踊
り
・
花
火

大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

平
成
25
年
８
月
14
日（
水
）

　

16
時
か
ら
21
時
ま
で

■
場
所　

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

　
　
　
　

藤
橋
観
光
協
会
・
藤
橋
公
民
館

【
お
問
い
合
せ
】

　

藤
橋
振
興
事
務
所

　

℡
５
２
―
２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

老
人
福
祉
施
設
職
員（
看
護
師
）

の
募
集
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
で
は
、

老
人
福
祉
施
設
職
員（
看
護
師
）の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

　

正
看
護
師
・
准
看
護
師
ど
ち
ら
で
も
可

■
採
用
期
日　

９
月
１
日

■�

給
与　

揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
よ
る（
経
歴
加
算
あ
り
）

■
募
集
期
限　

８
月
20
日（
火
）

■
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
看
護
師
免
許
の
写
し

【
提
出
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

〒
５
０
１
―
０
６
１
５

　

揖
斐
川
町
清
水
７
７
番
地

　

℡
２
３
―
１
０
０
０

 

おお

十
じ
ゅ
う

七し
ち

夜や

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

８
月
17
日（
土
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
境
内

で
「
お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

第
８
回
目
の
今
年
は
、
真
夏
の
夜
に
ふ

さ
わ
し
い
熱
く
力
強
い
邦
楽
ユ
ニ
ッ
ト
が

登
場
し
ま
す
。
夏
の
夜
の
静
寂
の
中
、
若

者
た
ち
が
魂
を
込
め
た
渾
身
の
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
月
17
日（
土
）

■
時
間　

19
時
～
20
時

■
場
所

　

谷
汲
山
華
厳
寺
境
内
放
生
池
前

　
（
雨
天
の
場
合
は
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
）

■
主
催　

谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会

■
出
演
者　

凛り
ん

花か
（
篠し

の

笛ぶ
え

）

　
　
　
　
　

Ｔト

ラ

イ
Ｒ
Ｙ
（
和
太
鼓
）

■�

駐
車
場　

谷
汲
門
前
町
営
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

　

℡
５
５
―
２
０
２
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は

　

国
で
は
、
病
気
な
ど
で
義
務
教
育
の
就

学
を
猶
予
、
も
し
く
は
免
除
さ
れ
た
方
に

対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
を
認
定
す
る
試
験
を
行
い
ま
す
。
合

格
し
た
方
に
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

　

�

８
月
28
日（
水
）か
ら
、
９
月
13
日（
金
）

ま
で

※�

平
成
25
年
９
月
13
日
の
消
印
が
あ
る
も

の
は
有
効
と
な
り
ま
す
。

■
試
験
日

　

10
月
28
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

■
試
験
会
場

　

岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　

本
館
３
階　

第
１
研
修
室

※
所
在
地
・
連
絡
先

　

岐
阜
市
藪
田
南
５
丁
目
９
番
１
号

　

℡
０
５
８
―
２
７
１
―
３
４
５
０

■
そ
の
他

　

�

出
願
資
格
及
び
出
願
書
類
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２
―
２
１
１
１

昨年の様子
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家庭でも
　電気の安全点検を！
８月は「電気使用安全月間」です
　高温多湿の夏場は、１年のうちで感電や電気事
故の最も多い季節です。このため、経済産業省の
主唱のもと、８月を「電気使用月間」として、全
国一斉に電気使用安全を呼びかけています。

＝チェックポイント＝
◦傷んだ電線、コードを使っていませんか
◦�洗濯機、電子レンジにアースは取り付けてありますか
◦漏電遮断器は取り付けてありますか
◦�１つのコンセントからたくさんの電気を使っていませ
んか

電気のご相談は

 

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
開
催
！

　

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る
山
び
こ
の

郷
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
発
表
、バ
ザ
ー

な
ど
楽
し
め
る
催
し
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
日
時　

７
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

15
時
30
分
～
20
時
20
分

■
場
所　

山
び
こ
の
郷
駐
車
場

※�

当
日
は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

山
び
こ
の
郷

　

℡
５
４
―
２
２
３
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

８
月
30
日
か
ら

『
特
別
警
報
』
が
始
ま
り
ま
す

　

気
象
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
な
ど
に

よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

る
時
に
は
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
警
報
の
基
準
を

は
る
か
に
超
え
、
重
大
な
災
害
の
起
こ
る

お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
場
合
に
お
い

て
、８
月
30
日
か
ら
新
た
に
「
特
別
警
報
」

の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
東

日
本
大
震
災
」
に
お
け
る
津
波
や
、「
伊

勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風

12
号
」
の
豪
雨
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
に
は
、
避
難
指

示
や
勧
告
等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

事
前
に
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ

の
他
の
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族

の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

気
象
庁
岐
阜
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

℡
０
５
８
―
２
７
１
―
４
１
０
８

 

複
式
簿
記
講
習
会（
３
級
）の
ご
案
内

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
！

　

パ
ソ
コ
ン
経
理
が
普
及
し
た
今
日
で
も
、

企
業
の
経
営
成
績
・
財
政
状
態
を
把
握
す

る
た
め
の
帳
簿
記
録
の
技
法
は
複
式
簿
記

を
理
解
し
て
い
な
い
と
実
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た〝
簿
記
〟を
学
べ
ば
、経
済
を
中
心

と
し
た
社
会
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
、節

税
に
関
す
る
方
法
な
ど
生
活
に
密
着
し
た

情
報
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
方
も
こ
れ
か
ら
社
会
へ
と
飛

び
立
つ
学
生
さ
ん
も
知
っ
て
得
す
る
簿
記
の

知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
！
内
容
は
日

本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
の
レ
ベ
ル
で
す
。

■
日
程　

９
月
９
日（
月
）～

　

11
月
11
日（
月
）ま
で
（
全
15
回
）

　

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　

３
級
講
座　

19
時
～
20
時
30
分

■
会
場　

揖
斐
川
町
商
工
会
館　

研
修
室

■�

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
（
そ
ろ
ば

ん
）な
ど

■
受
講
料　

３
級
講
座　

５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
期
限　

８
月
23
日（
金
）

■
申
し
込
み
方
法

　

�

揖
斐
川
町
商
工
会
事
務
局
に
受
講
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

申
込
書
は
揖
斐
川
町
商
工
会
事
務
局
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

※�

受
講
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
講
座
を
中

止
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

〒
５
０
１
―
０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５
―
１

　

揖
斐
川
町
商
工
会
内

　

�

「
複
式
簿
記
講
習
会
」
係�

宛

　

℡
２
２
―
６
１
８
５

　

FAx
２
２
―
２
５
６
１

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

牧
村　

三
男
さ
ん（
北
方
）

　

人
参
、
大
根
な
ど

　

林　

良
夫
さ
ん（
北
方
）

　

そ
ら
豆

　

�

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
様

　

お
菓
子

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　揖斐川町内で、新たに事業所や工場を新設、増設、移設をされた事業主の方に対し、事業所等設置奨励金
を交付します。また、事業所の新増設に併せて、町民を新たに雇用した場合には、併せて雇用促進奨励金を
交付いたします。なお、平成25年7月1日以降に整備された事業所等が対象となります。
� （詳しくは、揖斐川町役場企業誘致課までお問い合せください。）

〈事業所等設置奨励金〉

助成対象基準 助成金額・期間 対象業種

新設事業所等
①投資固定資産額5,000万円以上
②新規雇用従業員数5人以上

○ �投下固定資産税相当額の
1/2を限度

○ �操業開始後、初めて固定資
産税を賦課された年度以降
3年間

○法人企業で下記の業種
・製造業・情報通信業
・運輸業・卸、小売業
・学術研究、技術サービス業
・医療、福祉
・その他に町長が特に認めた事業

増設事業所等
（移設を含む）

①投資固定資産額3,000万円以上
②新規雇用従業員数3人以上

〈雇用促進奨励金〉

助成対象基準 助成金額 限度額

正規従業員
① �操業開始後3年以内に新たに雇用される者
② �引き続き1年以上揖斐川町に居住する者

○雇用者1人当り30万円

○1事業所当り1,500万円

パート従業員

① �操業開始後3年以内に新たに雇用される者
② �引き続き1年以上揖斐川町に居住する者
③ �引き続き相当期間、雇用される見込みの者
※��1年に満たない短期雇用、季節雇用、試験
雇用者は除く

○雇用者1人当り5万円

※事業所等の新・増設に伴う場合のみ対象となります。

新
婚
世
帯
定
住
奨
励
金

　

揖
斐
川
町
で
は
、若
者
の
定
住
を
促
進
し
、

定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
結
婚
後
、
３
年
以
上
町
内

に
定
住
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
新
婚
世
帯

に
対
し
、
５
万
円
の
結
婚
祝
い
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
は
新
婚
世
帯
を

心
か
ら
祝
福
し
て
い
ま
す
！

　

６
月
17
日（
月
）新
婚
世
帯
定
住
奨
励
金
の

第
１
号
と
な
っ
た
内
藤
康
晴
さ
ん
、
圭
子
さ

ん
ご
夫
婦（
谷
汲
名
礼
）に
、
町
長
か
ら
結
婚

祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
企
業
誘
致
課

�

（
移
住
定
住
担
当
）

　

℡
２
２
―
２
１
１
１（
内
線
１
８
１
）

揖斐川町の事業者のみなさまへ

お問い合せ先　揖斐川町役場企業誘致課　℡２２－２１１１

～揖斐川町企業立地促進奨励制度を拡充しました～

ず
っ
と
住
む
な
ら

い
び
が
わ

 

 

【
結
婚
編
】
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

 

下
水
道
接
続
を
！

 

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

学
校
、工
場
、店
舗
等
で
多
数
の
人
が

出
入
り
し
、勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、一
定

の
資
格
を
持
っ
た「
防
火
管
理
者
」を
置
く

義
務
が
、消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
や
資
格
取
得
を
希
望
さ
れ

る
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
17
日（
木
）・
18
日（
金
）の

　

２
日
間　

９
時
〜
16
時
10
分

■
場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

３
階
研
修
室（
大
野
町
中
之
元
）

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

 

（
テ
キ
ス
ト
代
及
び
昼
食
代
）

■
申
込
期
間

　

９
月
２
日（
月
）〜
９
月
30
日（
月
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
３
２
―
２
５
５
３

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

 

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ぎ
ふ
山
と
川
の
危
険
箇
所
マ

ッ
プ
」
を
公
開

　

今
年
も
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
岐
阜
県
で

は
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所（
土

砂
災
害
警
戒
区
域
）や
浸
水
被
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
箇
所（
浸
水
想
定
区
域
）を
同
時

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
ぎ
ふ
山
と
川
の
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
」

の
運
用
を
平
成
25
年
６
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
調
べ
た
い
場
所
の
郵
便
番
号

を
入
力
す
る
こ
と
で
簡
単
に
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
身
近
な
場
所
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
手
段
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://kikenm
ap.gifugis.jp

　

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
ぎ
ふ
山
と
川
」

【
お
問
合
せ
先
】

　
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
関
す
る
こ
と
）

　

岐
阜
県
庁
砂
防
課

　

℡
０
５
８
―
２
７
２
―
８
６
２
１

　
（
浸
水
想
定
区
域
に
関
す
る
こ
と
）

　

県
庁
河
川
課

　

℡
０
５
８
―
２
７
２
―
８
５
９
３

災害から命を守る揖斐川町総合防災訓練を実施します！
　8月25日（日）、揖斐川町全域で町、関係機関と地域住民の皆さんで地震を想定した総合防
災訓練を実施します。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１　日　時　8月25日（日）
　　◎北方地区…7時 30分～ 11時（予定）
　　◎揖斐川（北方地区を除く）、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内の各地域…7時 30分～

２　場　所　揖斐川町全域（各地区ごとに実施）
　　　　　　北方地区（主会場：北和中学校）
　　①北方地区【一時避難所から北和中学校】
　　②揖斐川地域（北方地区を除く）【各区一時避難所】
　　　谷汲地域【各区一時避難所】　　春日地域【各区一時避難所】
　　　久瀬地域【各区一時避難所】　　藤橋地域【各区一時避難所】
　　　坂内地域【各区一時避難所】

３　訓練の概要
　　7時 30分　地震発生（サイレンで合図）※音声告知放送により避難伝達
　　〈避 難 訓 練〉◎地区ごとに避難を開始してください。
　　〈情報伝達訓練〉◎ 避難完了後、各行政推進員（区長）さんは避難された住民の皆さんの人員を確認して

役場または各振興事務所へ報告して下さい。

　　※主会場の北和中学校へ避難された住民の皆さんは各種訓練へ参加又は見学をお願いします。

【お問い合せ先】揖斐川町役場総務部総務課　℡２２－２１１１
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自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合格発表

防　衛
大学校

高　卒
（見込含）
21歳未満

推　薦

� 9 月� 5 日～� 9 月� 9 日

9月 28日・29日 11月 1日（最終）

総　合
選　抜

1次　9月 28日
2次　11月 2・3日

10月 18日（1次）

一　般
（前期）

� 9 月� 5 日～� 9 月 30 日
1次　11月 9・10日

11月 29日（1次）
2次　12月 10日～ 14日のうち 1日

一　般
（後期）

26年� 1 月 22 日～
� 1 月 31 日

1次　26年 3月 1日
2次　26年 3月 13日

26年 3月 7日
（1次）

防衛医科
大 学 校

高　卒
（見込含）
21歳未満

医 学 科
学　　生

� 9 月� 5 日～� 9 月 30 日

1次　11月 2・3日
2次　12月 18日～ 20日のうち 1日

12月 3日（1次）

看護学科
学　　生

1次　10月 19日
2次　11月 30日�・�12 月 1日のうち 1日

11月 15日（1次）

※受験資格の年齢は各種目とも平成 26年 4月 1日現在です。
※第 2次試験は、第 1次試験合格者のみです。
※詳しいお問い合せは「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－18 光和ビル 2階　℡０５８４－７３－１１５０

�　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
揖
斐
郡
教
育
の
充
実
と
振
興
を
め
ざ
す
揖
斐
郡
教
育
会
の
中
枢
機

関
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
を
育
成
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
揖
斐
郡
作
品
展
や
揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会
は
、
池
田
町
中
央
公
民
館

に
て
行
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
明
る
く
開
か
れ
た
研
修
セ
ン
タ
ー

と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
学
校
教
育
事
業

　

①
児
童
生
徒
文
化
事
業

　
　

・
科
学
作
品
展

　
　
　

期
日　

９
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

　
　
　

会
場　

池
田
町
中
央
公
民
館

　
　

・
図
工
美
術
作
品
展

　
　
　

期
日　

11
月
29
日（
金
）～
12
月
３
日（
火
）

　
　
　

会
場　

池
田
町
中
央
公
民
館

　
　

・
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

②
調
査
・
研
究
事
業

　
　

・
教
育
研
究
実
践
論
文
募
集
・
表
彰

　
　

・
揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会

　
　
　

期
日　

11
月
29
日（
金
）

　
　
　

会
場　

池
田
町
中
央
公
民
館

　

③
職
員
の
研
修
事
業

　
　

・
教
育
研
究
員
研
修
会

　
　

・
夏
期
研
修
講
座（
７
講
座
）

　

④
教
育
相
談
事
業

　
　

・
教
育
相
談（
面
接
、
電
話
）

　
　

・
適
応
指
導
教
室（
ほ
ほ
え
み
教
室
）

　

⑤
編
集
発
刊
事
業

　
　

・
読
書
感
想
文
集（
19
集
）

　
　

・
い
び
の
子
の
か
ら
だ（
61
号
）

◎
事
務
局
事
業

　

・
揖
斐
郡
学
校
保
健
会　

・
揖
斐
不
破
結
核
対
策
委
員
会

　

・
揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

・
揖
斐
郡
体
育
協
会

　

・
揖
斐
郡
保
護
司
会　

・
揖
斐
郡
更
生
保
護
女
性
会

　

・
揖
斐
郡
遺
族
会

揖斐郡教育研修センター
〒503－2403　揖斐郡池田町田中555
☎（0585）44－1261
℻（0585）44－1263
教育相談
☎（0585）44－1268
E-mail�ikyokenc@ikedanet.jp

▲ はなもも ▲ バラ ▲ お茶

揖斐郡教育
研修センター
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　山形県福島県以南の本州、四国、九州、沖縄に分布し、よく陽の当たる渓谷筋の明るい場所や河原などに
自生する落葉性低木、揖斐川、支流の粕川などの河川敷にも自生する。高さ 2～ 3メートル。ジャケツイバ
ラの語源は茎が蔓になってもつれるので蛇のドクロを巻いている感じから蛇結が生まれ、茎には刺が多くあ
り、つるバラのようで、蛇

ジャ

缺
ケツ

茨
イバラ

の名前が生まれた。別名にはカワラフジ、ハマササゲ、マメイバラ、ガンセ
キイバラがある。名前にイバラが着いているが花や複葉からマメ科であることが解る。ジャケツイバラの葉
は 2回羽状複葉で、葉柄の下面には逆向きの刺がある。上面には上向きの刺があって、複葉の先端の小葉は
刺だけが着いている。刺はコルク形成層から発達したもので、年々成長して大きくなる。花期は 5月で、長
さ20～30センチの総状花序をつけて多数の黄色花からなる。萼は5つに深く避け筒状である。花弁は5枚で、
旗弁は小さく、中央に赤い線がある。おしべは 10本で、花糸の基部に白綿毛がある。果実は長さ 7～ 10セ
ンチの豆果で 6～ 7月に結実する。
　ジャケツイバラの母種は中国に分布するシナジャケツイバラであり、形態は大変似ているがシナジャケツ
イバラの茎や豆果の表面には毛があるが、日本産のジャケツイバラは無毛である。
　薬用には種子、根或いは根皮を用います。7～ 8月頃に豆果を採取して、日干
しで乾燥させていると豆果は避けて大豆大の種子がでてくるので、その種子を集
めて更に陽乾する。種子の生薬名は雲

ウン

実
ジツ

と呼ぶ。根或いは根皮は年中採取可能、
生薬名は雲実根。
　雲実の効能はマラリヤの解熱と下痢止めです。一日量 12グラムを、水 500 ～
600 ミリリットルを加えて煎じます。約半量まで煮詰めてこし、煎液を一日三回
に分服する。雲実根も同様に煎じて風邪による咳、喉痛、身体痛、腰痛に服用する。
なお打撲傷や腰痛などに根或いは根皮を突き砕き汁を患部に塗布する。
� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

荒
井　

き
ぬ
ゑ
さ
ん（
市
場
）

�

６
月
１
日（
土
）　

95
歳　

　

川
口　

た
ま
ゑ
さ
ん（
上
南
方
）

�

６
月
４
日（
火
）　

95
歳　

　

杉
島　

清
さ
ん（
三
輪
）

�

６
月
17
日（
月
）　

95
歳　

　

成
瀬　

て
る
ゑ
さ
ん（
桂
）

�

６
月
20
日（
木
）　

95
歳

　

窪
田　

琴こ
と
枝え

さ
ん（
岡
）

�

６
月
24
日（
月
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ジャケツイバラ（マメ科）いびがわ　特産品シリーズ

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の


